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いい汗かいた！
「走れることが私の自慢。ほかにはなにもないんで

す。健康だけが私の財産」

　「ジョギングって、最高に気持ちいい。澄みきっ

た空気で、心と体が洗われるような……」

「記録より完走。いつものマイペースを心がけます。

走る楽レみを味わうつもりでネ」

　「きょうはみんなのお祭りですよ。遠くからイ中間

が大勢やってくる。いい汗かきます」

　〈第10回幸福壮年マラソン大会／4月13日午前11時
　・市役所前をスタート〉
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■
3
月
定
例
市
議
会

匹
｝

町
並
保
存
条
例
を
可
決
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ｺ
水
道
鮫
雌
鰭
制
度
な
ど
2
6
議
案
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
六
÷
葡
年
所
一
回
の
日
向
市
議
会
（
定
例
会
）
は
、
三
月
七
口
招
集
さ

れ
、
二
十
二
日
間
の
会
期
で
二
十
八
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
会
に
は
、
条
例
、
事
件
決
議
、
予
算
の
計
二
十
九
件
が
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
う
ち
、
　
「
日
向
市
部
設
置
条
例
」
　
「
日
向
市
乳
幼
児
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
二
件
は
否

決
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
会
冒
頭
、
市
長
か
ら
六
十
一
年
度
の
市
政
の
ぎ
本
方
針
と
重

点
施
策
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
五
月
号
で
く
わ
し

く
お
し
ら
せ
す
る
こ
と
仁
し
て
、
今
回
は
そ
れ
以
外
の
お
も
な
も
の
に
つ

い
て
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
選
定
へ
は
ず
み

　
は
じ
め
に
、
条
例
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　
■
日
向
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
条
例
（
新
設
）

　
市
内
に
あ
る
伝
統
的
な
建
造
物
群

を
保
存
す
る
た
め
、
文
化
財
保
護
法

の
規
定
に
基
づ
い
て
制
定
し
た
条
例

で
、
保
存
地
区
の
決
定
、
保
存
計
画
、

修
理
や
復
旧
な
ど
現
状
変
更
行
為
の

制
約
、
経
費
の
補
助
、
審
議
会
の
設

置
　
　
－
な
ど
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
は
日
知
屋
亀
崎
に

移
転
を
決
定
し
六
十
年
九
月
に
庁
舎

建
設
に
着
工
、
来
月
末
ま
で
に
完
成

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
天
然
の
良
港
に
恵
ま
れ
た
日
向
市

は
、
藩
政
時
代
か
ら
中
央
と
の
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
ん
　
て
の
ロ

交
流
が
栄
ん
で
、
多
く
の
上
方
文
化

を
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

“　
と
く
に
美
々
津
地
区
に
は
、
江
戸

時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
古
い
建

物
が
並
び
、
貴
重
な
文
化
財
と
し
て

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
市
で

は
現
在
、
同
地
区
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
豊
か
な
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

こ
れ
ら
伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存
運

動
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
条
例
の
制

定
で
国
選
定
へ
は
ず
み
を
つ
け
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
■
日
向
市
都
市
計
画
下
水
道
事
業

（　
条
例
の
改
正
は
、
移
転
に
伴
う
消

防
本
部
や
消
防
署
の
位
置
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

じ
た
土
地
の
確
認
に
伴
っ
て
、
地
方
．

自
治
法
の
規
定
で
字
の
区
域
を
変
乱

す
る
も
の
で
す
。

　
■
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

　
十
王
ト
ン
ネ
ル
改
良
工
事
に
伴
っ

て
、
南
日
向
・
日
の
平
線
の
舗
装
工

事
、
末
端
排
水
工
事
、
交
通
安
全
施

設
工
事
な
ど
を
行
う
こ
と
に
し
た
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
総
事
業
費
一
億
九

千
六
百
五
十
万
円
を
二
億
九
百
五
十

万
円
に
変
更
し
た
も
の
で
す
。

　
■
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ

　
　
新
消
防
庁
舎
（
日
知
屋
・
亀
崎
）
の

　
　
完
成
も
あ
と
一
歩

　
「
I
I
I
I
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
…

受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
（
新
設
）

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
が
健
康
で
よ

り
快
適
な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
か

せ
な
い
施
設
で
す
．
、

　
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
四
十

九
年
に
着
手
、
現
在
、
幹
線
工
事
や

終
末
処
理
場
、
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

六
十
二
年
十
月
か
ら
、
新
町
地
区
と

富
高
、
日
知
屋
、
財
光
寺
の
一
部
の

地
域
（
百
診
・
受
益
者
八
千
九
百
人
）

で
運
転
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
下
水
道
建
設
に
は
多
額
の
費

用
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
も
、
整
備

計
画
区
域
が
特
定
の
地
域
に
限
ら

れ
、
そ
の
地
域
だ
け
環
境
が
改
善
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
都
市
計
画
法

に
基
づ
く
受
益
者
負
担
金
制
度
を
検

討
、
昨
年
の
六
月
に
受
益
者
の
代
表

十
五
人
で
構
成
す
る
〕
堂
益
者
負
担

金
等
審
議
会
」
に
諮
問
し
ま
し
た
が
、

同
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
　

と
の
回
答
を
こ
と
し
の
】
月

に
受
け
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
条
例

と
し
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　
負
担
金
制
度
は
、
受
益
者
の
み
な

さ
ん
か
ら
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ

き
、
建
設
費
や
施
設
の
管
理
運
営
費

に
充
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
条
例

に
は
、
受
益
者
や
負
担
地
区
の
決
定
、

負
担
金
の
額
、
賦
課
お
よ
び
徴
収
、

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
民
票
・
戸
　
　
　
　
交
付

四
人
一
枚
か
ら
別
人
剛
件
に

改
正
す
る
条
例

　
市
が
財
光
寺
に
建
設
し
て
い
た
大

原
住
宅
（
鉄
筋
コ
ン
ク
ー
ー
ー
ト
造
り
、

五
階
建
て
、
一
棟
二
十
戸
）
が
完
成

し
て
、
四
月
一
日
か
ら
管
理
を
開
始

し
ま
し
た
が
、
そ
の
所
在
、
戸
数
、

家
賃
な
ど
を
現
在
の
条
例
の
中
に
新

た
に
加
え
る
も
の
で
す
。

　
■
日
向
市
消
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
現
在
の
消
防
庁
舎
は
、
昭
和
三
十

九
年
十
二
月
、
市
庁
舎
の
建
設
に
あ

わ
せ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
五
十

七
年
四
月
か
ら
、
日
向
市
、
門
川
、

東
郷
町
の
広
域
消
防
体
制
に
移
行
し

た
こ
と
で
職
員
や
消
防
車
が
増
え
、

業
務
も
一
挙
に
拡
大
し
手
狭
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
街
地
に
あ

る
現
庁
舎
か
ら
は
ス
ム
ー
ズ
な
出
動

が
で
き
に
く
い
な
ど
交
通
事
情
に
も

問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

5
直
轄
を
市
道
に

　
　
　
■
日
向
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

　
　
改
正
す
る
条
例

　
　
　
市
は
、
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
に

　
　
関
す
る
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

　
　
処
理
し
一
本
化
す
る
「
住
民
情
報
オ

　
　
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
」
の
準
備
を
進

　
　
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
部
が
五
月

　
　
中
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
　
　
こ
れ
に
伴
っ
て
、
住
民
票
も
世
帯

　
　
別
か
ら
個
人
別
に
切
り
替
え
ら
れ
ま

　
　
す
。
従
っ
て
、
み
な
さ
ん
が
住
民
票

　
　
の
写
し
を
取
る
際
、
こ
れ
ま
で
の
手

　
　
数
料
「
一
人
一
枚
二
百
円
」
で
は
多

む　　
人
数
の
家
族
の
場
合
、
そ
れ
だ
け
負

ゆ5

S
が
か
か
…
に
な
・
毛

　
　
　
市
は
そ
の
点
を
考
慮
し
、
　
「
一
人

壁
三
三
三
献
レ
籍

　
一
　
た
、
戸
籍
の
附
票
に
つ
い
て
も
同
じ

3
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

　
一　

　
　
■
日
向
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

　
つ
ぎ
に
事
件
決
議
。

　
■
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

　
県
が
進
め
て
い
た
細
島
港
（
日
知

屋
字
大
浜
）
・
公
有
水
面
二
千
九
百

七
十
九
・
二
八
平
方
層
の
埋
立
工
事

が
完
了
し
た
た
め
、
地
方
自
治
法
の

規
定
で
新
た
に
生
じ
た
土
地
を
確
認

す
る
も
の
で
す
。

　
■
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　
公
有
水
面
埋
立
工
事
で
新
た
に
生

い
て

　
美
々
津
町
水
無
川
下
流
に
開
け
た

水
田
地
帯
の
排
水
不
良
地
区
を
新
農

業
構
造
改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
区

画
整
理
と
用
排
水
路
の
整
備
を
行
う

も
の
で
す
。

　
事
業
費
は
八
・
三
八
鈴
で
、
区
画

整
理
、
道
路
、
用
水
路
、
排
水
路
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

　
■
市
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
今
回
、
新
た
に
「
仙
ケ
崎
山
の
口

線
、
谷
口
線
、
五
反
の
内
線
、
桜
ケ

丘
線
、
長
江
線
の
五
回
線
を
市
道
と

し
て
認
定
し
た
も
の
で
す
。

　
市
道
と
し
て
新
た
に
認
定
し
た
道

路
の
延
長
は
千
二
百
五
十
一
・
二
溜

で
、
市
長
の
総
延
長
は
三
十
二
万
九

千
九
百
四
十
五
・
五
γ
と
な
り
ま
す
。

62年10月には一部の地域で運転を始めます。（財光寺下が浜

に建設中の下水道終末処理場）
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本

5
項
目
の
柱
を
基
調
に

　
つ
ぎ
に
、
市
議
会
初
日
、
宮
本
市

長
か
ら
発
表
さ
れ
た
六
十
】
年
度
の

市
政
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
基
本
方
針
か
ら
。

　
　
　
基
本
的
に
は
、
昨
年
第
五
回

定
例
市
議
会
で
発
表
し
た
考
え
方
一

1
活
力
に
満
ち
た
「
住
み
た
く
な
る

都
市
づ
く
り
」
を
よ
り
前
進
さ
せ
る

方
向
で
取
り
組
み
ま
す
．
．

　
そ
し
て
そ
の
方
向
の
中
で
、
市
が

か
か
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
市
の
活
性
化
は
雇
用
の
場

づ
く
り
が
［
番
で
す
。
市
政
の
運
営

は
、
そ
の
中
で
形
づ
く
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
市
政
運

営
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

　
一
、
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
都
市

　
基
盤
の
整
備

　
一
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産

　
業
の
振
興

　
一
、
人
間
性
豊
か
な
人
づ
く
り

　
一
、
社
会
福
祉
の
充
実
と
健
康
で

　
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　
一
、
効
率
的
な
行
財
政
の
運
営

　
　
の
五
本
の
柱
を
基
本
に
進
め
て

行
き
ま
す
。

　
た
だ
、
年
度
末
に
発
生
し
ま
し
た

旭
化
成
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
研
究
所
の
事

故
は
、
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
と
は

い
え
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
多
大
の

ご
心
配
を
か
け
ま
し
た
。
旭
化
成
に

は
事
故
の
原
因
究
明
と
再
発
防
止
、

さ
ら
に
は
原
因
が
究
明
さ
れ
る
ま
で

は
研
究
作
業
を
中
止
す
る
こ
と
…

な
ど
を
た
だ
ち
に
申
し
込
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
、
門
川
町
と
も
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
公
害
防
止
協
定
に
基
づ

く
専
門
家
の
立
入
検
査
も
実
施
し
ま

し
た
。

　
こ
ん
ご
は
、
健
康
で
安
全
な
ま
ち

企
業
優
遇
条
例
の
制
定
を

仕
覗
い
イ
、
、
重
唱
…
施
策
．
．

■
交
通
体
系
、
と
く
に
高
速
交
通

側
面
か
ら
、
前
に
述
べ
た
交
通
体
系
、

　
　
．
と
く
に
、
国
道
三
二
七
、
四
四

六
号
線
な
ど
の
整
備
と
関
連
さ
せ
な

が
ら
充
実
を
は
か
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
白

浜
を
含
む
港
湾
整
備
を
中
心
に
、
カ

ー
フ
ェ
リ
ー
に
つ
い
て
も
整
備
・
充

実
を
は
か
る
よ
う
関
連
機
関
や
国
・

県
に
働
き
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

霧
葬
蜀
鞠
鱒

　
■
企
業
誘
致
へ
の
取
り
組
み

　
こ
れ
は
日
向
市
最
大
の
課
題
の
一

つ
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
テ
ー
マ
で
す
。

　
細
島
工
業
用
地
に
土
地
を
所
有
す

る
各
企
業
へ
の
早
期
立
地
の
要
望
は

も
ち
ろ
ん
、
新
た
に
増
設
、
進
出
な

ど
の
計
画
を
持
つ
企
業
に
つ
い
て
、

そ
の
情
報
を
入
手
し
た
り
、
企
業
の

進
出
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

と
い
っ
た
積
極
的
な
誘
致
運
動
を
展

開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
企
業
誘
致
を
幾
分
で

も
容
易
に
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
新

た
な
企
業
や
既
存
企
業
の
創
設
や
増

設
に
対
し
て
便
宜
を
は
か
る
こ
と
か

ら
、
優
遇
条
例
を
制
定
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
な
ど
の
担
当

職
員
も
配
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
、
引
き
続
き
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
地
場
産
業
育
成
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
施
策
を
継
続
発
展
さ
せ

る
方
向
で
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

こ
ん
こ
の
農
業
振
興
策
の
基
礎
資
料

と
し
て
、
本
年
度
に
農
業
振
興
地
域

内
の
農
用
地
お
よ
び
集
落
周
辺
を
含

む
地
図
を
つ
く
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁

獲
高
の
増
加
や
、
計
画
生
産
を
め
ざ

、
ド

ハ

　
噛

禽

恩

細島臨海工業地帯のくす並木

　　　　．’∠鵜
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す
意
味
で
、
は
ま
ぐ
り
な
ど
の
放
流

養
殖
、
投
入
し
た
魚
礁
の
調
査
、
漁

法
の
研
究
な
ど
を
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
■
教
育
・
福
祉
な
ど
、
豊
か
な
心

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
豊
か
な
心
に
関
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
生
涯
教
育
体
系
の
中
で
市
民

こ
ぞ
っ
て
の
運
動
と
し
て
と
ら
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の

難嬢鞭i
（多目的広場／米

　　

@　

@　

`

づ
く
り
の
視
点
か
ら
も
、
県
、
門
川

町
と
の
共
同
監
視
態
勢
を
強
化
し
、

そ
の
他
の
事
故
や
公
害
に
対
し
て

も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
心
配
を

か
け
る
こ
と
の
な
い
は
う
対
処
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

鷲揚，
．事がスタ

幽

寸鉄纈田翻翻翻醐皿膿猛熱

　　　　繭鳥平等醤響醤幕営撫へ

体
系
の
整
備

　
国
の
経
済
事
情
や
日
向
市
の
地
理

的
環
境
か
ら
し
て
、
そ
の
整
備
は
容

易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
い

江
藤
隆
美
建
設
大
臣
就
任
も
あ
り
、

本
年
度
は
県
、
関
連
市
町
村
と
も
強

力
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
】
層
の
運

動
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
．
．

　
ま
た
、
懸
案
の
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
空

港
の
県
北
設
置
に
つ
い
て
も
、
関
連

市
町
村
で
協
議
会
を
重
ね
、
情
報
資

料
の
収
集
や
運
動
に
関
す
る
具
体
的

な
成
案
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

強
力
な
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
一
方
、
海
上
交
通
に
つ
い
て
も
、

お
も
に
南
九
州
地
域
か
ら
の
物
質
輸

送
手
段
と
し
て
の
役
割
や
、
海
外
貿

易
に
果
す
役
割
を
重
視
す
る
と
い
う

で
、
自
治
公
民
館
活
動
を
基
盤
と
し

た
杜
会
教
育
活
動
の
施
策
の
う
え
で

推
進
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
青
少
年
の

健
全
育
成
セ
ン
タ
ー
と
の
か
か
わ
り

で
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
、
あ
ら
た

め
て
教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
文
化
体
育
館
（
仮
称
）
の

建
設
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
本
年
度
は
市
職
員
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
具
体

的
な
検
討
を
始
め
ま
す
。

　
懸
案
の
美
々
津
町
並
み
（
伝
統
的

建
造
物
群
）
保
存
に
つ
い
て
は
、
条

例
制
定
を
。
さ
ら
に
、
福
祉
施
策
の

試
み
の
】
つ
と
し
て
、
耳
の
不
自
由

な
か
た
の
た
め
の
電
話
機
を
取
り
つ

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
．
、

文
化
体
育
館
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
編
成

　
■
観
光
行
政
の
展
開
と
地
場
産
業

の
振
興

　
六
十
年
度
末
か
ら
自
衛
隊
の
協
力

で
、
米
の
山
の
多
目
的
広
場
の
造
成

を
進
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
、
お

倉
ケ
浜
や
サ
ン
パ
ー
ク
な
ど
と
併
せ

な
施
策

基
本
・
実
施
計
画
の
見
直
し

　
六
十
一
年
度
は
、
昨
年
十
二
月
に

策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱
を
指
針
と

す
る
行
政
改
革
の
ス
タ
；
ト
の
年
で

す
。
こ
の
改
革
は
、
市
の
活
性
化
と

市
民
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
た
め
、

市
役
所
の
機
構
や
財
政
を
見
直
そ
う

と
い
う
も
の
で
す
が
、
そ
れ
を
基
に

素
早
く
対
応
で
き
る
行
政
体
質
の
確

立
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
生
活
環
境
衛
生
・
美
化
に
つ
い
て
、

都
市
下
水
道
が
計
画
さ
れ
て
い
な
い

地
区
に
、
簡
易
浄
化
槽
の
設
置
を
奨

励
す
る
施
策
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
家
庭
周
辺
の
衛
生

は
も
ち
ろ
ん
、
河
川
の
浄
化
を
は
か

ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
社
会
に
向
か
っ
て

の
施
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
・

県
の
制
度
導
入
を
検
討
中
で
す
。

　
さ
ら
に
、
総
合
計
画
の
中
の
基
本

計
画
の
見
直
し
も
進
め
て
い
ま
す

が
、
完
了
次
第
、
実
施
計
画
も
策
定

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
六
十
一
年
度
は
、
市

制
施
行
三
十
五
周
年
目
に
当
り
ま
す

が
、
歴
史
の
節
目
と
し
て
、
十
一
月

を
め
ど
に
記
念
行
事
を
目
下
思
索
中

で
す
、

　
そ
の
ほ
か
、
六
十
二
年
十
月
か
ら

の
】
部
供
用
開
始
を
控
え
て
、
負
担

金
制
度
の
導
入
が
始
め
ら
れ
る
下
水

道
事
業
や
、
第
六
次
の
施
業
に
向
か

っ
て
新
た
に
計
画
を
樹
立
す
る
上
水

道
事
業
、
で
き
る
か
ぎ
り
事
業
規
模

の
増
額
を
は
か
り
た
い
土
地
区
画
整

理
、
街
路
、
公
園
と
い
’
．
た
都
市
計

画
事
業
な
ど
、
活
力
あ
る
「
住
み
た

く
な
る
都
市
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て

の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
施
策
が

山
積
み
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
↓
つ
一
つ
を
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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α
腎
ロ
已

め
護
の
虫
四
点
か
メ
昌
昌
1
⑬

初夏の風味
　　かつお
　一鰹の一品料理一

原町
　　安東勝代さん（38）

3ノ＼前

鴇
蝋
帥
瞳
帥
帥
齢

勃赫
　
銀

鱗

柵
　
マ

山
　
ゴ

だし汁

しょうゆ

　　酒

み　り　ん・

砂　 膳・

「
…
　
　
　
　
｝膨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
へ
ヘ
チ
　

　
3
月
3
1
日
、
通
い
慣
れ
た
網
立
（
畑

浦
）
で
竿
を
出
し
た
の
が
午
後
3
時
、

満
潮
前
の
6
時
半
ご
ろ
だ
r
．
た
と
思

い
ま
す
　
　
水
面
を
漂
っ
て
い
た
玉

う
き
が
ゆ
r
．
く
り
海
中
へ
…
。
合
わ

せ
る
と
強
烈
な
引
き
で
海
へ
肌
き
込

ま
れ
そ
う
で
し
た
．
げ

　
い
つ
も
は
友
人
の
酒
井
さ
ん
と
一

緒
に
出
か
け
ま
す
が
、
こ
の
日
は
一

へ
、
直
径
4
5
融
・
の
綱
に
得
物
が
入
ら

な
い
…
．
．
波
の
勢
い
に
乗
せ
て
1
5
分

後
に
よ
う
や
く
引
き
上
げ
た
と
こ

ろ
、
重
さ
8
．
冒
、
長
さ
8
0
掌
の
真
鯛

で
し
た
、

　
し
か
け
は
道
糸
6
号
で
三
糸
4
号
、

固
定
う
き
．
、
う
き
下
は
約
7
ヅ
で
え

さ
は
沖
ア
ミ
の
ボ
イ
ル
で
す
。

　
　
皐
－
尋
一
嘗

無
論
．
「
ノ
ニ

誌
　
．
黙

ン
　
　
　
　
　
為

似．

C
　
　
　
　
　
繋
e

、
ン
　
　
　
　
　
駕

　
ご
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

　
．
藷
ひ
》
？
．

　
春
の
真
鯛
は
別
名
「
桜
鯛
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す
、
桜
の
花
の
咲
く
こ
ろ
、

産
卵
の
た
め
浅
瀬
に
群
が
る
こ
と
か

ら
そ
う
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
が
、
こ

の
こ
ろ
が
一
番
釣
れ
る
…
…
。

　
得
物
は
刺
身
に
し
て
約
3
0
入
前
は

あ
り
ま
し
た
。
仲
間
を
呼
ん
で
ご
ち

そ
う
し
て
や
り
ま
し
た
よ
。

　
釣
り
を
始
め
て
お
よ
そ
！
5
年
に
な

り
ま
す
．
、
釣
り
場
は
細
島
一
帯
を
中

心
に
門
川
、
北
浦
あ
た
り
ま
で
出
か

け
ま
す
、
ぢ
と
も
と
底
物
（
石
鯛
な

ど
）
が
好
き
で
し
た
が
、
ヒ
ラ
マ
サ

の
1
1
．
＝
を
釣
っ
て
上
物
専
門
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
…
。
釣
り
は
い
い
　
、

岩
場
に
座
る
と
何
も
か
も
忘
れ
て
し

ま
い
ま
す
ね
．
、
、

　
　
　
挙
　
　
　
　
尋
」
川
隅
駈
日
量

一巳諏閏■騨Vr聖＝動D

一｝
‘

弱
　
㌍

洗たくや正あら、’が天戴
き。お手唱いのつもりな
の．こママおこるんだ。

ノ

　
爵
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φ

も
　
　
　
マ
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藍卜書

（
平
岩
・
笹
野
中
）

黒
木
芳
則
・
京
子
さ
ん
の

三
男
絢
也
く
ん
（
2
歳
）

　“目には青葉　山ほととぎす初鰹．鰹のおい

しい季節です。おいしいものを食べない手はあ

りません．ピリリと辛い山散を適度に効かせた

鰹料理はいかがですか／鰹のきらいなかたも、

この料理ならだいじょうぶ．きっと好きになっ

てしまうかもね…。お酒の肴としても喜ばれま
す，

　〈作り方〉

　⊂じすりばちに山椒の葉5枚くらいと鰹の切り

身2切れ、ゴマを入れてすりつぶす、

　2だし汁、しょうゆ、酒、みりん、砂糖、残

りの山椒を入れ混ぜる，

　⑥適当な大きさに切った鰹を②のっけ汁に入

れ、1時間以しつけ込む，

　こじそのまま召し上ってもけっこうですが、ご

はんの上に乗せ、お茶づけにして食べてもおい

しくいただけます．

　〈ここがポイント〉

　山椒の風味を効かすことで、鰹の生臭ささも

なくなります．

一
あ
ん
げ
く
ぐ
ん

こ
の
ベ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
が
っ
く
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
あ
な
た
の
身
近

な
か
た
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

一■■國一ρr5国一

日
向
っ
子

家族み幻なでテ
た幻だ。私もも
めるの……。

’
渇
⑬

あ
て
ん
一
3
ち
応

（
財
光
寺
・
切
島
一
）

恒
松
清
喜
・
美
知
子
さ
ん
の

長
女
も
に
か
ち
や
ん
（
3
歳
）

7一広報』 tゆ6

畑
ン

　　

ｨ響勧

▲

「ボール遊び」

富高小2年3組

　　蛯原朋速くん

「おしゃれなかいじゅう」1レ

日知屋小2年1組

　　岡部麻矢さん

タ■国匠≡畠i■■一A■回■ii■①

一F’　皿　－

｝

●

●

●

日
向
さ
ざ
な
み
生
活
学
校

劉

⑳

「
」
o皇両

面

「
広
報
ひ
ゆ
う
が
し
に
載
っ
た
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

連
絡
先
市
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
實
⑫
一
2
雪
唱
り
内
線
2
2
2
）

　，発足はいつですか

　39年に始まった生活学校運動の一環として、

41年5月に発足。

　リサークルのようす

　会員は現在32名、30代から60代までのはりき

りママ。

　私たちは、私たちのまわりにある身近な問題

例えば、物価、食品公害、省エネ、省資源　　な

どをみんなで考え、解決して、PRしていくサ

ークルです。おもな活動は、無公害食品づくり

にチャレンジしたり、研究会や消費生活展など

にも積極的に参加しています。もちろん、年間

事業計画の中で。

　また、「広報さざなみ」を月1回発行、PR

も行っています。

　例会は毎月1回、会場はほとんど市の中央公
民館です。

　，PRをどうぞ

　余暇の有効利用を考えている奥さん、生活研

究に興味のあるかた、仲間になりませんか？暮

らしに役立つことをともに学びましょう。会費

は年間1，000円。申し込みは市社会教育課（費

内線424）まで。

　
　
～
瑠
F
　
　
　
　
3

誇

量
，
人
皇
道
行
喰
木
　
亥
」
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）
●

▲ピカピカの一年生　9日は市内の小学校○入学式でした。塩
　　見小にも男29入、女2ア人、計56人の新入生が元気に登校。

　　担任の先生から名前を呼ばれて大きな声で「ハーイ」。学校

　　のきまりを守って．楽しく勉強レようね。

籔窺
購
い
、

3
▲安全運転砦アピール　春の全国交通
　安全運動初日の6日、売内のライダ
　ークラブ4団体・53人が愛車に乗り

　而役所「こ集合。安全運転を呼びかけ

　ようと「ラ内をパレードしました。

　　みなさん、バイクに垂るときは必
　すヘルメッkを。そして安全速量を
守りましよう。

▲大声でうっぷん晴らし
　　「宿題出すな　　一「ばかやろう　　」
　3月30日のEl曜El．恒例の大声大会が櫛

　の山冒険の森広場で行われました。
　　このEヨはボカボカ陽気も手伝って桜の

　花も六分咲き。日ごろのうっぷんを晴ら
　す大声かまぶしい春空へ響きま」た。

▲卒業記念にトーテムポール
　　財光寺南小の6年置（4クラス・138
　入）が卒業を記念してトーテムポールつ
　くりに挑戦Q
　　直径約20享ン．長さ約4㍍の丸太に思い

思いの顔を彫つ、最後はペンキで色をつ
けてでき上がり。みんなで校庭に建てま

　した。

髭

選
搬
馳

」
灘
、
壱

　
　
　
　
冥
＼
’
，

…
躍
嘱
．
鉢
、
、

轟

陪》鯛
麹◇

　噛盤

鯉ヒ掴κ一

▲日本丸が細島港に　運輪西の駈運言硬船「≡本丸一（2，ア50㌧）が月OE＼紐曇

　工芙港：こ寄港、　売民の歓迎を受けま4た。

　　ヨ本ヌしの入港は，ヨ船が57年順順．こお別れ銃導で二ぢ寄って以来およそ三
　隼≒三ぶり。

　歓迎式ではひょっとこ踊りも披露され＼美組員も天喜び。・・、月2≡の2三
　閤、一雨公調されま4た。

●

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

髄
賜
悪
書
鱒

　
暖
か
い
日
差
し
に
誘
わ
れ
て
、
な

ん
と
な
く
外
出
し
た
い
気
分
に
な
っ

て
し
ま
う
－
．
一
春
は
そ
ん
な
季
節
で

す
。
で
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

狭
い
日
本
に
は
車
や
人
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。

　
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
県
内

外
か
ら
の
マ
イ
カ
ー
が
急
増
し
ま
す
．
．

こ
の
た
め
毎
年
こ
の
時
期
に
は
、
無

理
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
く
る
過

労
、
そ
れ
に
陽
気
な
春
の
気
分
も
手

伝
っ
て
、
居
眠
り
運
転
、
わ
き
見
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
な
ど
で
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

は
、
県
内
で
十
二
件
の
交
通
事
故
が

発
生
、
十
四
人
が
重
軽
傷
を
負
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
と
し
も
、
こ
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

に
家
族
や
友
人
同
士
で
レ
ジ
ャ
ー
を

計
画
し
て
い
る
か
た
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
思
い
出
に
残
る
楽
し
い
レ

ジ
ャ
ー
と
な
る
た
め
に
も
、
つ
ぎ
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
□
出
発
前
の
準
備

　
出
発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
コ
ー

ス
、
距
離
、
休
憩
場
、
道
路
状
況
、

天
候
な
ど
を
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、

ゆ
と
り
の
あ
る
計
画
を
立
て
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
車
の
故
障
は
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
点
検
整
備
は
め
ん
ど

う
で
も
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
□
運
転
中
の
注
意

①
安
全
運
転
準
則
を
必
ず
守
る

　
・
安
全
速
度
を
守
る

　
・
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は
ス
ピ
ー
ド

　
を
落
と
す
。

・
交
差
点
で
の
安
全
確
認
。

・
一
時
停
止
を
し
て
横
断
歩
行
者

の
安
全
を
守
る
。

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い

②
疲
れ
た
ら
早
め
に
休
憩
を

・
行
楽
は
、
人
や
車
の
混
雑
な
ど

で
、
ふ
だ
ん
よ
り
も
た
い
へ
ん
疲

れ
ま
す
。
疲
れ
を
感
じ
た
ら
早
め

に
安
全
な
場
所
で
休
憩
を
。
も
う

少
し
先
へ
行
っ
て
か
ら
冨
－
－
と
い

う
気
持
ち
が
事
故
を
招
き
ま
す
、

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

は
必
ず
着
用
す
る
。

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

は
万
一
の
場
合
に
被
害
を
軽
く
し

て
く
れ
ま
す
。

・
着
用
す
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
自

ら
の
安
全
意
識
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
夜
間
の
運
転
は
慎
重
に

・
夜
は
だ
れ
で
も
視
力
が
低
下
し

ま
す
。
と
く
に
行
楽
の
あ
と
で
は

眼
も
疲
れ
て
、
思
わ
ぬ
大
事
故
の

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
速
度
は
控

え
目
に
、
慎
重
な
運
転
を
心
が
け

ま
し
よ
う
。

・
助
手
席
の
同
乗
者
は
運
転
者
の

立
場
に
な
り
、
安
全
確
認
の
手
助

け
な
ど
、
安
全
運
転
に
協
力
し
ま

し
よ
う
。

一9一広報1♪ゆδ

家
庭
で
の
同
和
教
育
1
1

　
友
達
づ
く
り
を
ど
う
し
つ
け
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か

　
「
あ
の
子
に
負
け
る
な
」
　
「
こ
ん

な
成
績
で
は
体
裁
が
悪
い
…
」
な
ど

と
自
己
中
心
的
に
子
ど
も
を
育
て
て

い
る
親
た
ち
は
、
そ
の
結
果
と
し
て

子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
に
反
目
し
合

う
よ
う
な
生
活
に
な
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち

の
伸
び
る
芽
を
お
さ
え
た
り
、
す
な

お
で
明
る
い
人
間
性
を
ゆ
が
め
て
し

ま
っ
た
り
し
て
、
そ
の
幸
せ
を
踏
み

に
じ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
ま
た
、
　
「
あ
ん
な
子
と
遊
ん
で
は

い
け
な
い
」
な
ど
と
い
う
こ
と
ば
は
、

他
人
を
傷
つ
け
、
子
ど
も
に
差
別
心

を
う
え
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
業
成
績
や
態
度
、
ま
た
は
親
の
職

業
な
ど
で
友
達
を
軽
べ
つ
し
た
り
、

差
別
す
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
で
、
友

達
は
仲
間
と
し
て
た
い
せ
つ
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
た
ち
は
「
友
達
と
遊
び
た

い
」
　
「
い
っ
し
ょ
に
勉
強
じ
た
い
」

「
何
で
も
話
し
合
え
る
友
達
が
欲
し

い
」
　
　
と
願
っ
て
い
る
の
で
す
。

ク
ラ
ス
の
中
に
勉
強
の
わ
か
ら
な
い

友
達
が
い
れ
ば
い
っ
し
ょ
に
学
習
し

て
共
に
成
功
を
喜
び
合
い
、
態
度
の

悪
い
友
達
が
い
れ
ば
共
に
注
意
し
合

い
な
が
ら
自
分
も
成
長
し
て
い
く
よ

う
な
子
ど
も
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

い
つ
も
一
人
ぼ
っ
ち
で
勉
強
し
た

り
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
子
ど
も
で

は
な
く
、
仲
間
と
共
に
考
え
、
励
し

合
い
、
助
け
合
え
る
子
ど
も
に
育
て

た
い
も
の
で
す
。

　
家
庭
の
中
で
差
別
の
相
続
人
を
つ

く
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
五
十
六
年
に
市
が
実
施
し
た
意
識

調
査
で
み
る
と
、
過
半
数
が
家
庭
で

差
別
意
識
を
植
え
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
足
元
の
そ
の
家
庭
で
差
別
教

育
を
し
な
い
　
　
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
軒
一
軒
の
家
で
差
別
を
教
え
な
い

と
い
う
こ
と
に
徹
す
れ
ば
差
別
意
識

の
根
絶
は
あ
り
得
ま
す
。
そ
し
て
、

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
認
識

す
る
た
め
に
子
ど
も
と
と
も
に
語
り

合
い
、
家
族
ぐ
る
み
で
話
し
A
口
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
。

　
家
の
中
か
ら
差
別
者
を
出
さ
な

い
、
つ
く
ら
な
い
、
親
も
子
ど
も
に

差
別
を
教
え
な
い
、
伝
え
な
い
、
そ

し
て
啓
発
資
料
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
正
し
く
教
え
合
う
と
い
う
こ
と
に

徹
し
て
い
た
だ
き
差
別
の
相
続
人
を

つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。

　
家
庭
で
の
同
和
教
育
は
、
親
自
身

が
ま
ず
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
、
日
常
生
活
の
中
で
ぶ
つ

か
る
い
ろ
い
ろ
な
差
別
に
目
を
開

き
、
そ
れ
ら
を
払
い
の
け
、
な
く
し

て
い
く
努
力
が
必
要
で
は
な
い
で
し

よ
　
　
　
、
o

　
、
つ
力

　
同
和
問
題
を
家
庭
の
問
題
と
し
て

と
ら
え
、
み
ん
な
で
考
え
、
協
力
し

て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
差
別
は
な
く
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
し
、
本
当
に
人
間
が
尊

ば
れ
る
民
主
的
な
社
会
は
で
き
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
人
間
の
尊
さ
、
手
を
つ
な
ぐ
喜
び
、

働
く
ね
う
ち
な
ど
の
意
識
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
家
庭
に

要
求
さ
れ
る
大
き
な
課
題
と
い
え
ま

し
よ
う
。

　
●
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
終
了

し
ま
す
。
長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



引一広報Uゆうが

4月から新年金法スタート

．サラリーマンの奥さん

　　日月1火水木金ゴニ
　　・　…　　　　1　2③5
　　4⑤678910
　　11　12　13　14　15　16　17

　　18　19　20　21　22　23　24

　　25　26　2ア　28　29　30　31

　引っ越しの際は連絡を
　　　　車をお持ちのかたへ
　市は、引っ越しされるかたで車をお

持ちのかたは、住所変更の連絡をする

よう呼びかけています。

　連絡がないと

「納税通知書が

届かない」　　掛矧
　　　トラブルなど、

の原因になりか

届出はお済みですか？

ねません。

　手続きは「新

旧住所」「氏名」

「登録番号（ナ

ンバープレート

の番号）」を電

巻

　4月1日から新年金法がスタートし

ました。保険料の納付方法については

3月号でお知らせしましたが、一部に

誤解もみられるようです。

■納めた保険料は「年金額」に生かさ

れる。

　新しい国民年金では、「サラリーマ

ンの奥さん」　（第3号被保険者）も含

め、20歳以上60歳未満の人はだれもが

国民年金に加入します。

　これまでの国民年金では、加入する

人は保険料（61年3月まで1月当り6，

740円）を納めることが必要でした。新

しい制度では4月からこの保険料が7，

100円となりますが、保険料を個別に納

めるのは農業や商業などを営む自営業

のかた、つまり、第1号保険者となりま

す。サラリーマンや公務員など厚生年

金や共済年金に加入する第2号保険者

のかた、また、その奥さんで第3号保

険者のかたは自分で保険料を納めなく

ても、ご主人が加入している厚生年金、

共済年金の制度が必要な費用を一括し

て負担します。

■これまでの加入期間は引き継がれ
ます。

　これまでの国民年金の加入期間や厚

生年金、共済年金の加入期間は新しい

制度になっても引き継がれ、加入期間

に応じた年金が支給されます。

■これは誤解！ご主人の給料袋から奥

さんの保険料が天引きされるわけでは

ありません。

　一部に「サラリーマンの奥さん」（第

3号被保険者）としての届けをすると、

ご主人の給料からその保険料が天引き

されるから、届け出をしない　　とい

うかたがいますが、これは誤解です。

新しい制度の厚生年金、共済年金では、

奥さんがいても、独身でも、保険料率

は一定です。保険料は男性、女性、そ

れぞれ決められた率を給料に掛けて計

算されますので、奥さんの分の保険料

がそのご主人の給料から天引きされる

わけではありません。ご主人が加入し

ている厚生年金や共済年金が制度全体

として負担する仕組みをとっているだ

けなのです。

　したがって、第3号被保険者になる

ためには届け出が必要です。まだ手続

きしていないかたは、至急届け出てく

ださい。届け出用紙は市役所にありま
す。

　くわしくは、市保険年金課（費内線

552）または延岡社会保険事務所（豊09

82－21－5424）へ。

こごここN

一
話で連絡するだけで結構です。

　みなさんのご協力をお願いします。

一連絡先一

軽自動車■（自動二輪、ミニバイクな

　　　　どを含む）引っ越し先の市

　　　　町村税務課
自動車■（普通自動車、トラックな

　　　　　ど）県自動車税事務所（a
　　　　O985－51－4269）

　くわしくは市税務課（君内線515）へ

どうぞ。

　　引換えは早めに
　　　　　　　　　一海技免状

　九州運輸局細島海運支局は、　「丙種

船長」　「丙種機関長」の免状と、昭和

51年1月1日から52年3月31日までに

交付された、1，2，3級それぞれの「小

型船舶操縦士」の免状の引換えを受け

付けています。

　該当する免状をお持ちのかたは、早

めに同支局で手続きしてください。

　なお、丙種船長・機関長より上級の

免状および昭和50年12月31日以前に交

付を受けた1，2，3級それぞれの小型船

舶操縦士の免状については、すでに引

換え期間が終了していますが、特例措

置で現在でも引換えが認められていま

す。至急、申請してください。

　くわしくは同支局（倉52－3677）へ。

減免申請は5月末までに

　　　　身障者の軽自動車税
　身体障害者のかたが使用する軽自動

車または障害者のために家族が使用す

る軽自動車について、軽自動車税を減

免します。

　すでに申請しているかたには申請書

を送りますが、初めて軽自動車を購入

したかたについては、5月31日までに

市税務課へ申し込んでください。

　くわしくは階下（内線515）へ。

農作業の賃金

　市農業委員会は、61年度の農作業賃

金を別表のとおり定めましたので、参

考にしてください。

　くわしくは同委員会（容内線342）へ

どうぞ．

昭和61年度農作業賃金一覧表

作業名 内　　　容 賃　金
荒　起　し 5，500円

代　か　き：
耕貞応又は
gラクター
搦Q10a当り

7，000円

荒起レ栽かきi 11，000円

田　　　植
手植、1日2食付 4，000円

田植機持参10a当り 5，500円

稲1ベインダーIlOa当り蹴含む 6，000円

智 コンパれノ；10a当り 12，000円

駒ら韓まで110a当り 18，000円

乾燥調整160kg当り 900円

．男5 000円

疫重作業1
女 4000

農 弁当持参 男 4，500円

隻軽作業・
女 3500円

■■■■■■膿蜘縣番号は5a2111番です

郵便貯金口座でもOK
　　　　水道料金の支払い
　現在、市の水道料金については、市

内の各金融機関で取り扱っています

が、6月から新たに郵便局の貯金口座

からも払込みができるようになります。

　手続きは、市水道課または近くの郵

便局で4月から受け付けています。気

軽にご利用ください。

保険栄養・成人病学級の生徒

rへ　　日向保健所は、61年度の保健栄養学

　　　級と成人病学級の受講生をつぎの要領

　　　で募集します。

　　　保健栄養学級
　　　開講期間■61年5月から12月までのう

　　　　　　　ち6回
　　募集期間■61年5月10日まで

　　募集人員■60人

　　費　　用■実習材料費として年間2，300

　　　　　　　円
　　学習内容■栄養、調理、食品に対する

　　　　　　　基礎的なこと

　　　成人病学級
　　開講期間■61年5月から12月までのう

　　　　　　　ち6回
　　募集期間■61年5月10日まで

　　募集人貝■30人

費　　用■実習材料費として年間2，300

　　　　円
学習内容■成人病予防のための食事に

　　　　ついて
　申し込みはいずれの学級も①氏名

②生年月日　③住所　④電話番号をは

っきりさせて日向保健所（費52－5101）

までご連絡ください。

　くわしくは同保健所へ。

母子寡婦福祉会の会員

　市母子寡婦福祉会は、現在、会員を

募っています。

　同福祉会は、母子寡婦世帯の明日へ

の希望と幸せづくりのためにみんなで

協力しあう組織です。

　会に加入されていないかた、ぜひ仲

間に入って手を結び合い、幸せの輪を

広げてみませんか。

　申し込みと問い合わせば市福祉事務

所（含内線564）河野相談員または市母

子寡婦福祉会・戸敷サツエ会長（費53
－2747）へ。

社会福祉協議会の会員

　市社会福祉協議会は、会員制度を設

け、広く市民のみなさんから会貝を募

集しています。

　これは、福祉事業への関心と理解を

深めていただきながら財政基盤の確立

をはかろうというものです。

　　　　広報1♪ゆ6〔げ＿10＿

　会員の区分と年間の会費はつぎのと
おり。

一般会員■各世帯当り120円

賛助会員■一口当り1，000円

団体会員■一口当り5，000円

特別会員■一口当り10，000円

申し込み・問い合わせ■同協議会（費
52－2572）

　　九州交響楽団と「第九」

　　を歌う会の会員

　九州交響楽団、延岡総合文化センタ

ー、延岡市教育委員会、同市文化連盟、

あさひ・ひむか文化財団は、延岡総合

文化センター開館1周年の記念事業と

して、12月28日に「九州交響楽団と「第

九』を歌う」集いを行いますが、現在

その会員を募集しています。要領はつ

ぎのとおり。

資　　格■経験・未経験を問わず、高

　　　　　校以上でベートーヴェンの

　　　　　「第九」を歌いたいかたな

　　　　　らどなたでもOK
募集方法■はがきに住所、氏名、職業、

　　　　　電話番号、希望するパート

　　　　　（ソプラノ・アルト・テノ

　　　　　ール・バス、わからない場

　　　　合は不明）を記入して同文

　　　　化センターに送付するか電

　　　　話で申し込む
募集期間■随時

募集人員■200人以上

申し込み・問い合わせ■〒882、延岡

市東浜砂町616、延岡総合文化センタ
ー　　（乞監10982－22－1855）
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　　人口と世帯「61．4．

　世帯数　18，558世帯

　人口58，725人

　　男　　　　27，697人

　　女31，028ノ＼

L

1現在1

　109減

518入減

282人減

236人滅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報1♪ゆδが一12一

　4・5月の納期
4月　固定資産税　　1期

5月　軽自動車税　　全期

と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

　　　　国税の無料相談（電話でも0民
1レと　き　5月9日〔針9：00～16：00
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　　「ロバの音楽座」公演

　日向おやこ劇場は、5月16日、市の

中央公民館で「ロバの音楽座公演」を開

きます。

　開場は午後6時で、開演は午後6時

30分。入場整理券などくわしくは、同

劇場事務局（南町2の29・君54－1635）へ。

　県身障者スポーツ大会

　5月11日、宮崎市木花の県総合運動

公園で、　「第24回診身障者スポーツ大

会」が行われます。

　開会式は午前9時20分からで、競技

開始は10時30分から。競技種目は陸上、

水泳、卓球など7種目。日向市からも

35入の選手が出場します。みなさんの

温かい応援をお願いします。くわしく

は市福祉事務所（麿内線568）へ。

熟葦蔦灘

歯の無料健康相談

　市東臼杵郡歯科医師会は、歯の衛生

週間（6月4日～10日）を前に歯の無

料健康相談をつぎの要領で行います。

　この機会に自分の歯の健康状態をチ

ェックしてみませんか．

と　き■5月31日（土）午後2時から

　　　　5時まで

ところ■アズマや日向店3階

内　容■①母と子の良い歯コンクール

　　　　②歯の健康相談　③フッ素の

　　　　無料塗布　④歯みがき指導

　乳幼児の健康診査

　1歳児
日　時■BCG未接種児…5月13日

　　　　BCG接種済児…5月15日

　　　　時間はいずれも13：00～14：00

対　象■60年4月生まれ

　1歳6か月期
日　時■5月8日　13：00～14：00

対　象■59年10月生まれ

　3歳十
日　時■5月2日　13：00～14：00

対　象■58年4月生まれ

　※場所はいずれも市民健康管理セン

ター（8内線595）です。母子健康手帳

も忘れずに．！

5月の休日在宅医

3日置三ケ尻医院（整形外科）’52－

　　　5557松岡医院（内科）’52－

　　　5407　田中眼科♂’52－4009

4日■浦上医院（内・外・胃腸科）’

　　　52－2936　山口医院（耳鼻・咽

　　　喉科）♂52－2203　鮫島病院（精

　　　神・内科）♂54－6801

5日■黒木医院（内科）♂52－6055

　　　稲原眼科’52－2209　山元医院

　　　（小児科）’53－6066　寺尾医

　　　院（産婦・外科）’63－1447

11日■甲斐医院（外科）’53－5000

　　　児玉医院（小児科）’52－2530

　　　　田中病院（内・放・精神科）
　　　4◎63－2211

18日■和田病院（内・外・放射線科）

　　　’52－2045　佐藤医院（内・小

　　　児科）’52－3324　滝井病院（内

　　　・精神科）’52－2409　沼田医

　　　院（皮・泌尿器科）’52－3785

25日■三股病院（内・外科）’58－00

　　　34　今給黎医院（内科）’54－

　　　2459　東医院（内・・」・児科）♂’

　　　63－2800

　※当番医がかわる場合があります。

テレフォンサービス（君53－1214）で

確認を．ノ

印
刷
／
藤
屋

■愛のご寄付（敬称略）

写一方）
真夜子（鍋島2区）
印
　　〉黒木誠（南町）
刷

株
　瀬〉式

ム　島高校家庭クラブ（鶴町）
　

社裕（山手町）

社会福祉協議会へ

〉首藤義生（梶木）　〉新名寿男〔堀

　　　〉鈴木勝（本谷）　レ藤山小

　　　　　　　　〉黒木ハル（塩田）

　　　　　　　　〉早川安夫（長江）

〉矢北敏枝（中村）　〉是則次郎（余

　　〉前田絹枝（切島一・区）　〉富

　　　　　　　　　　　〉樋口正
　　　　　　〉三樹正男（曽根）

〉吉瀬シヅヲ（春原）　〉黒木三男（松

原）　レ黒木安（別府）　〉水上明石

（幸脇）　〉石崎タエ（曽根）

交通遺児等育英協議会へ

　柏田ピサ子（曽根）

ノ　ろ　　

購．ζ．難，，

　句読点
　暖かい日射しを浴びながら、野

原をかけまわりたくなるようなハ

ッピーな季節…。そんな陽気に誘

われて先日、櫛の山まで取材に。

桜花らんまん、ルンルン気分。

　ところが…山頂の一角はゴミの

山。犬があさってゴミ畑。気分一

転嫌悪感。みなさん！ゴミは必ず

持ち帰るようにしましようネ。
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